
三角形ABCにおいて, AB=
√
2, ∠A = 135◦, ∠C = 30◦とする。この三角形の外接

円の中心をOとし, 線分AOの延長線とこの外接円との交点をDとする。

(1) AD, BC, BDの長さはAD=

√
, BC= , BD=

√
である。

(2) 辺ACの長さはAC=

√
− である。

(3) 四角形ABOCの面積を S1, 四角形ABCDの面積を S2とおくと

S1 =

(√
+

)
,
S2

S1
=
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